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         令和６年（２０２４年）４月１７日 発行 

【習志野市ホームページ】 学校教育だよりはこちらからもご覧いただけます 

第 号 

2024 年 4 月 

テーマ 

「新年度の抱負」 

 
▪入学式・入園式の様子・・・・・・・・・・・ P1 

▪教育長 巻頭言・・・・・・・・・・・・・ P2 

▪新任校長 抱負・・・・・・・・・・・・ P３ 

▪新任教頭 抱負・・・・・・・・・・・・ P４～５ 

▪新規採用教職員（小・中学校）抱負・・・ P５～６ 

▪新規採用教職員（中・高等学校）抱負・・・ P６～７ 

▪習志野っ子の活躍 

（児童生徒のスポーツ・文化等の活動状況）     

 

P8 

▪習志野高校ニュース／教育長コラム・・・ ９面 

▪リレー連載（香澄小）・・・・・・・・・ 10 面 

 

 

発行・編集 習志野市教育委員会 ☎ 047-451-1151（代表） Narashino Municipal Board of Education 

 色とりどりの花が咲きそろう中、習志野高
校の入学式を皮切りに、市立小・中学校の入
学式、市立幼稚園・こども園で入園式が行わ
れ、夢や希望に満ち溢れた園児・児童・生徒
が入学・入園しました。 
表紙の写真は、第五中学校の入学式、向山

小学校の入学式、谷津幼稚園の入園式の様子
です。第五中学校では、在校生が迫力ある歌
声を新入生に披露し、新入生を新しい仲間と
して温かく迎え入れました。 
 第１３９号では、新任の校長先生、教頭先
生、新規採用教職員の皆様の決意表明、抱負
を紹介いたします。（文責 教育総務課 菅谷） 
 
 
 
 
 
 
 
 
習志野高校の入学式を皮切りに、市内小・中
学校の入学式、市内幼稚園・こども園の入園
式が執り行われました。 

（新任校長、新任教頭、新規採用教職員の抱負） 
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「演奏
か な で

よう未来へ 一人一人が輝く 習志野の教育

習志野市教育委員会教育長 小熊 隆 

昭和２９年８月１日に習志野市が誕生し、本年度は市制施行７０周年の記念すべき年となります。昭

和２９年、１９５４年は全国３５の自治体で市制施行が行われました。また、この年にはアメリカにおいて

世界初となるカラーテレビの本格放送が開始され、日本ではプロレスリングが人気で、まだ各家庭へ

のテレビの普及率が低かったこともあって、街頭テレビに人が集まりました。他には電気掃除機や缶

入りジュースの販売が開始となり、映画「ゴジラ」が公開された年でもあります。様々な分野で機械

化、自動化され、欲しいものがすぐに手に入る現代と比べれば隔世の感がありますが、今以上に活力

を感じた時代でもありました。本市の教育を振り返ってみれば、「教育に力を入れるまち」「小さなまち

の大きな教育」を目指し、昭和３２年の市立習志野高校の開設、昭和４５年の文教住宅都市憲章の

制定へとつながっていきます。さらに、教師の指導力の向上を目的に、多くの市立小・中学校で公開

研究会を開催し、先輩の先生方が努力を続けられた７０年間でもあります。歴史の重みを感じるととも

に、今に満足することなく、未来に向け習志野の教育を発展させていく必要があります。 

そこで、市制施行７０周年のキャッチフレーズ 「演奏（かなで）よう未来へ ７０ｔｈ」を受け 

「演奏（かなで）よう未来へ 一人一人が輝く 習志野の教育」を本年度のテーマといたしました。 

「奏でよう＝演奏よう」という言葉には優しい響きがあります。そして、奏でる音色の響きは人の心を

感動させることができます。このことは、周囲に対して優しく（思いやり）、そして、感動がある（感動を

与える）という教育活動の原点でもあります。また「一人一人が輝く」には、習志野市で学ぶこと、教え

ることに誇りをもち、学ぶ側、教える側の双方ともに輝くことができる教育活動を展開していきたいとい

う願いが込められています。 

一方で、学校教育においては、不登校対策や特別支援教育の充実、教育費の保護者負担の軽減

など、生涯学習においては、文化ホール休館中の発表場所の確保や、歴史・文化財の周知、展示のあ

り方など、取り組まなければならない課題が多くあります。そこで、本年度は「課題に対して正面から

向き合う」を合言葉に、４つの視点で取り組んでまいります。 

１ 新たな挑戦…運動部活動の地域移行では、実施競技を増やすとともに、文化部活動（音楽）に

ついても地域移行に取り組みます。教育費の保護者負担の軽減については、昨年度の取組みの

上に実質的な削減につながるように努めます。市立図書館においてはインターネットを通じた電

子書籍の貸出事業を推進します。 

２ 安全・安心…熱中症対策等の観点から全学校の体育館への空調設置を推進します。安全教

育、保健体育学習、学校給食の運営、学校事故・危機管理対応を充実させるため、保健体育安

全課を新設します。放課後子供教室の新設、地域学校協働活動の充実を図ります。 

３ 教育ＤＸ…幼稚園では、保護者連絡アプリを活用して、即時性のある情報や写真等により、家庭

への効果的な配信に努めます。小・中学校では、１人１台タブレット端末の有効活用により、個に

応じた学びのさらなる推進を図ります。学校電子図書館の活用を推進します。習志野高校では、

学校紹介ビデオをオンデマンドで配信することにより、「選ばれる学校」を目指します。 

４ 多様な教育ニーズ…学びの多様化学校（不登校対応）の設置に取り組みます。特別支援教育

の充実（連続性のある多様な学びの場の整備）、教育相談の充実（悩みを受け止める場の整

備、教師の指導力の向上）に努めます。 

本年度も本市の教育活動に、ご理解ご協力をお願いいたします。 

 



 
    

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

「笑顔と活気があふれる学校」 
 

学校教育目標「自己実現 

をめざす、たくましい児童の育成」の実現に向けて、

教職員一人一人の良さを最大限に生かして、教育活

動の充実に努めていきます。そして、保護者や地域の

皆様と手を取り合って、全ての児童が「学校が楽し

い」「袖西小が大好き」と、心から感じられる笑顔と

活気があふれる学校づくりに全力で取り組んでまい

ります。 

実花小学校 

校長 河村 幸枝 

袖ケ浦西小学校 

校長 梅原 義秀 

第五中学校 

校長 小出 広恵 

「心と言葉を通い合わせよう!」 
 

第五中学校のこれまでの伝統と、規模の大きさに怯

むことなく、教育活動の一層の充実と生徒の成長のた

めに尽力してまいります。第一に、挨拶と言葉を大切

にし、皆で心の通い合った学校を目指してまいりま

す。さらに、心身と環境の面での「安全・安心」を守

ってまいります。 

－３－ 

「未来をつくる」 

学校は、児童の学力を育み、豊かな人生を送るこ

とができるよう、その基礎となる力を培う場です。

「笑顔の教師が笑顔の児童を育てる」を合言葉に、

未来をつくるという責任と誇りを抱き、一人一人が

輝く教育活動を展開してまいります。 

向山小学校 

校長 奥秋 裕司 

第四中学校 

校長 近藤 篤史 

習志野高等学校 

校長 田口 富一 

「人をつなぎ、未来を 

創る学校教育の推進」 
 
「児童の笑顔と活気に溢れ、温かく包み込む学

校」づくりを目指して、努めてまいります。児童を

育てることは未来を創ることであるということを

念頭におき、笑顔で元気よく、児童・保護者・地域

の方々に接していきたいと思います。職員とともに

全力を尽くします。 

「元気があれば！」 
 
四中といえば「四中魂」です。燃える心、奉仕の

心、感謝する心、この３つの心を合わせた「四中魂」

を絶やさず、継承していけるよう、職員一丸となっ

て、生徒と向き合っていきます。その源は元気！職

員も生徒も、元気があれば何でもできる！可能性が

広がる！という前向きな気持ちで、前進してまいり

ます。 

「師弟一如の学園の実現」 
 

新年度の抱負は、習志野 

高校の５つの教育方針のうちの一つである、「師弟

一如（していいちにょ）の学園の実現」です。先生

と生徒が一つとなって、真理を探究し、習高精神を

実践することを引き続き推進します。 
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「すべては児童のために」 

児童の元気な声と教職員 

の活気溢れる声が校内に響き 

渡り、地域、保護者が温かく見守ってくれる伝統あ

る大久保小学校。これら全てを守る責任の重さを感

じています。「すべては児童のために」何をすべき

か見極め、迅速に行動できる教頭を目指してまいり

ます。 

 

大久保東小学校 

教頭 田畑 弘義 

「学校経営を 

補佐できる教頭として」 
 

私は、習志野市の着任が県内４市目になります。

その幅広い経験を生かして、校長の補佐がしっかり

とできるよう教頭という責務を果たしてまいりま

す。そして、「校長の学校経営方針を実現する」教

頭を目指してまいります。 

大久保小学校 

教頭 岩田 桂祐 

東習志野小学校 

教頭 宮根 孝範 

実花小学校 

教頭 笹原 智 

秋津小学校 

教頭 中村 吉宏 

谷津南小学校 

教頭 藤田 整 

「笑顔あふれる東習小へ」 
 
先日の着任式では、吹奏 

楽部のきれいな音色と元気な「わかどり」の歌声を

聴くことができ、「東習魂」を感じることができま

した。これから教頭として、東習小の児童が、光り

輝き、笑顔あふれる毎日になるよう、一つ一つのこ

とに対して丁寧に対応していきたいと思います。そ

のために、先生方・家庭・地域と連携を図りながら

尽力してまいります。 

「学校のために 

全力を尽くす」 
 
「教頭先生おはようございます」と元気に挨拶し

て登校する児童の姿に、教頭として実花小学校のた

めに尽くす決意を新たにしました。「雪に耐えて梅

花麗し」。どんな困難にも粘り強く真摯に対応し、

関わる皆さんが「よかった」「ありがとう」と感じ

られるよう尽くしてまいります。 

「秋津っ子のために」 

元気いっぱいの児童と、 

あたたかい地域の方の声が行き交う自然豊かな秋

津小学校で仕事ができることを大変うれしく思い

ます。児童が安心して学校生活を楽しめるよう、安

全な環境を整え、一人一人の成長を支援していきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 
「みんな なかよく  

みらいにむかって」  
かつて５年間勤務した谷津 

南小に戻ってくることができ、心から嬉しく思いま

す。児童数が９００名を超え、約半数の児童がバス

通学を行う状況の中、全ての児童の安全・安心のた

めに、全力で職務に取り組む決意です。校長の指導

の下、職員・保護者・地域の橋渡し役として、校訓

「みんな なかよく みらいにむかって」の実現に

努めてまいります。 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

「原点回帰」 

母校で教頭職を務められることをとても嬉しく

思います。私が教職の道を目指したきっかけは、中

学生時代にたくさんの素晴らしい先生方に出会え

たからです。歴史ある第一中学校のために何事にも

全力で取り組んでまいります。よろしくお願いしま

す。 

第二中学校 

教頭 伊藤 将啓 

「One for all , 

    All for one」 

伝統のある第二中学校に着任できたことを大変

うれしく思っています。二中スローガン「毎日のな

かに「めあて」をもって互いに鍛えあう二中」の実

現に向け、生徒、教職員、保護者、地域をつなぎ、

「チーム二中」で活力ある学校づくりに全力で尽力

してまいります。 

第一中学校 

教頭 城﨑 雄土 

第七中学校 

教頭 河村 和広 

「活力ある学校を目指して」 

 

自分を育ててくれた第七中学校に教頭として勤

務できることに喜びを感じています。 

学校教育目標である「合いのある学校」を実現で

きるよう、話し合い、関わり合いを大切にしていき

ます。職員の話を聞くことを大切にし、生徒が希望

を持てる活力のある学校を目指してまいります。 

 

津田沼小学校 教諭 鈴木 文菜 

児童の挑戦する姿勢を大切にし、私自身も共に学びながら、成長を支えられる教員を目指します。 
 

津田沼小学校 教諭 佐藤 識仁 

新任としていろいろなことを吸収し、自分の強みを生かしながら全力で何事も楽しんでいきます。 
 

谷津小学校 教諭 飯田 佐英子 

児童と一緒に成長して、楽しく笑顔が絶えない学級にしたいです。 

 

谷津小学校 教諭 岩波 肖美 

笑顔で耳を傾け、学ぶ楽しさを伝えながら、出会えてよかったと思われる教員を目指します。 
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鷺沼小学校 教諭 長利 愛菜 

児童一人一人と全力で向き合う教員になれるよう、ひたむきに頑張ります。 
 

実籾小学校 主事 蒲谷 直紀 

児童と先生方のサポートができるよう精一杯頑張っていきます。 

 

大久保東小学校 養護教諭 髙橋 結 

一人一人を大切にし、児童が笑顔になれるような保健室経営ができるよう、努力します。 
 

東習志野小学校 教諭 古田 菜々子 

児童一人一人の個性や良さを見い出し、児童とともに学び、挑戦、成長し続ける教員を目指します。 
 

袖ケ浦東小学校 教諭 林 晏名 

得意の音楽と演劇の経験を生かし、笑顔あふれる教室を作っていけるよう頑張ります。 
 

屋敷小学校 教諭 山中 淳平 

やっと教員になる夢が叶いました。児童が学校を大好きになるように頑張ります。 
 

藤崎小学校 教諭 髙 優也 

先輩の先生方から多くのことを学び児童と毎日楽しく過ごしていけるよう頑張りたいと思います。 

 

向山小学校 教諭 飯田 真美 

一人一人の「できる」「わかる」につながるようサポートし、一緒に成長していきたいと思います。 

 

向山小学校 養護教諭 河合 通江 

自分自身の子育てや講師としての経験をいかして教育活動に貢献していきたいと考えています。 

 

谷津南小学校 教諭 佐藤 瑞季 

笑顔を忘れずに児童一人一人が安心して楽しめる学級づくりを目指していきたいと思います。 

 

第一中学校 教諭 平野 徹 

北海道で４年間、教員として勤務した経験を生かして精一杯頑張ります。 

 

第一中学校 教諭 菅原 翔 

生徒に寄り添い、生徒と共に成長、感動、苦労を分かち合える教員を目指します。 

 

第二中学校 教諭 郷田 あい 

生徒に寄り添い、ともに成長し、「あい」があふれる教師になれるように頑張ります。 
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第三中学校 教諭 新井 愛斗 

何事にも全力で取り組み、さらに生徒理解を深め、生徒や保護者から信頼される教員を目指します。 

 

第四中学校 教諭 吉松 拓也 

楽しく、実のある授業を展開し、グローバル社会で活躍できる人材を育てていきたいです。 

 

第四中学校 教諭 金城 烈 

生徒の心の居場所となる教員になるよう、日々精進してまいります。 

 

第四中学校 教諭 杉山 隆仁 

学級担任、体育教員として、芯を持って生徒と関わり、夢を与える教員になりたいです。 

 

第五中学校 教諭 成松 歩歌 

自信を持って国語の面白さを生徒に伝えられるよう、一日一日を大切に全力で頑張ります。 

 

第五中学校 教諭 村井 哉太 

「楽しい」授業をモットーに、生徒に音楽の素晴らしさを伝えられる教師を目指します。 

 

第五中学校 教諭 松本 海司 

生徒とともに私自身も学校生活を楽しみながら、生徒と一緒に成長していけるよう頑張ります。 

 

第五中学校 教諭 高田 未羽 

何事にもまずは挑戦、そして楽しむことを大切に日々精進してまいります。 

 

第六中学校 教諭 長野 優太 

先生方からたくさんのことを吸収して、尊敬される教員になりたいです。 

 

第六中学校 教諭 土浦 怜 

常に笑顔で生徒達と関わり、一人一人に寄り添いながら精一杯頑張ります。 

 

習志野高校 教諭 中澤 吹樹 

習志野高校から明るく活力にあふれた生徒を育てていけるよう精進してまいります。 

 

習志野高校 教諭 安間 航汰 

教師として責任と自覚を持ち、伝統ある習志野高校で生徒とともに学んでいきたいと思います。 

－７－ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和5年度いきいきちばっ子 

市内の児童生徒がさまざまな分野で活躍しました。今年
度もたくさんの習志野の児童生徒が活躍してくれることを
期待し、応援しています！  （文責 指導課 野島） 

児童生徒の活動 

私のお弁当は、ＳＤＧｓと地産地消を意識したお弁当
です。ＳＤＧｓの点では、いつもは捨ててしまうことも多
い、野菜の皮や椎茸の軸を無駄なく使い、食材をほとん
ど捨てることなく、おいしく作ることができました。また、
地産地消の面ではスーパーに行き、千葉県産の食材を
探し、多く使用しました。栄養・彩りを考え、食べやすいよ
うに工夫しました。初めての挑戦でしたが、優秀賞を受
賞できてとても嬉しかったです。 

藤崎小学校 令和５年度 ６年生 湯浅 ふたばさん 

スポーツ 
 

－8－ 

 

 

「オリジナル弁当コンクール」 

藤崎小学校
山口諒也さん  （6年生） 
長谷川莉乃さん（6年生） 
池田涼真さん  （5年生） 

屋敷小学校  
皆川大空さん  （6年生） 

  中村理人さん （6年生） 

音楽 

（上）   
屋敷小作品 

藤崎小 湯浅さん作品 
S 産地を盛り上げ、 
D 誰もがみんな、 
G 元気になるお弁当、 
ｓ さあ召し上がれ 

藤崎小 池田さん作品 

藤崎小 長谷川さん作品 藤崎小 山口さん作品 


